





（A translation of a 19 century German study on blink 
































































































































































 Ⅰの場合　・・・・・　　0.302 : 14 = 0.0216sec
 Ⅱの場合　・・・・・　　0.337 : 15 = 0.0225sec





















   　　　　瞬目Ⅰ　　瞬目Ⅱ　　瞬目Ⅲ
0.02sec後、眼瞼のマーク箇所は、 １㎜　　　1.5㎜　　　1.5㎜
ずつ下がった。
0.04  〃   5.2㎜　　 6.5㎜ 　　6.2㎜
0.06  〃  10.0㎜　　11.5㎜　　11.5㎜
0.08  〃  12.0㎜　　13.0㎜　　12.8㎜
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a）Aubert und Helmholtz による古典的な瞬目と残像の関係に関する業績を除けば、最近の
FickとGürber（Heidelberg市の第20回眼科学会の発表、1889, p.54 f.;　網膜の疲労回復に
ついて、v. Graefe’s Archiv, 第36巻 H. 4, p.244と第38巻 H.1 p.118）によって、瞬目は眼瞼
の圧迫によって網膜静脈の排泄をもたらすことで、網膜の休養をもたらす、という説が












法を思い出させる（Helmholtz, Physiol.Optik, 2. Aufl. p. 487. 1896参照のこと）。
e）ここでの図では示さなかった被験者Rの別の瞬目の場合も同じことがあった。
f）閃光があまりにも繊細過ぎて、このカーブは図に再現できなかった。































































＊本稿は、Siegfried Garten、Zur Kenntnis des zeitlichen Ablaufes der Lidschlage. Archiv fuer 





























論文である（S. Exner, Experimentelle Untersuchung der einfachsten psychischen Processe, 2. 
Abhandlung: Über Reflexzeit und Rückenmarksleitung. Pflüger's Archiv Bd. 8、581-603, 1874.）
らしいことも付記しておこう。 
謝辞
　原論文は19世紀のもので、引用文献などを追跡するには、書誌項目さえ不足していて、手が
かりが少なかったので、非常に苦労したが、本学図書館の司書安部久美子・田口香織さんの多
大な援助があって、ここまで来た。特に、田口さんの援助に感謝します。
313
19世紀ドイツ語による瞬目研究論文の邦訳
Clemens Amann・田　多　英　興
314
